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１. はじめに

日本のプレコートメタル（以下ＰＣＭと略す）の総生産量は、

近年の経済状態にともない停滞気味となっているが、世界

的には確実に増加している。１）その理由としてＰＣＭの合理

性のみならず環境規制に対し、ＰＣＭがプレス成型後に組

立することによって製品ができるため一つの環境問題の打

開策になっていることが挙げられる。とくに、近年の家電器物

のＰＣＭ化は国内外ともに進んでおり、ポストコートの塗装分

野を大きく変化させている。２）

さらに、家電器物のＰＣＭは屋内の家電器物（ＶＴＲ、洗

濯機、冷蔵庫、ｅｔｃ.）から屋外の家電（給湯器、エアコンｅｔｃ.）

へと進展しており、耐候性までもが求められている。しかし、

このような、進展とは裏腹に家電器物の種類によって機能

目標が多様化しているため、個々の用途向けの塗料品種

は増加しており、塗料および塗装の生産効率が低下してい

る。したがって、屋内家電の各種の機能に対応でき耐候性

も付与できる製品ができたなら、一つの製品で各用途への

展開が可能となる。具体的には家電器物用と加工建材用

を統合できる製品、すなわちユニバーサル的な塗料が必要

になっており、その開発に目標を絞った。（図１）

加工建材までをも統合するには、低光沢でも耐汚染性を

良くしなければならない。これまで、加工建材用、家電用の

上塗においては低光沢で耐汚染性を良くすることは難しい

とされていたが、それを克服する技術を開発した結果、２品

種「AT2000」（高ＮＶ型）、「AT2100」（高加工型）を設計

した。

本報では、その製品の概要について紹介する。

２. 開発目標

すでに、緒言で述べたように開発の目的は大きく分けて

以下に示す２点にある。

１）家電器物加工用上塗り塗料と加工建材用上塗り

塗料の統合品の開発

２）低グロスでの耐汚染性の基本技術の確立

２）の項目によって統合製品はより高い機能を発現

でき、艶消しポストコート分野のＰＣＭ化拡大、現用

家電器物用塗料の耐汚染性のレベルを向上して

顧客の満足度を高めることが最終的な目標である。
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３. 従来品の課題

製品の統合化を図るには、これまでの製品の欠点をカバ

ーしなければならないためより高い性能のバランスアップが必

要である。従来技術の課題をまとめると表１のようになる。基

本的な樹脂に起因しているものもあるが、性能項目において

相反する場合が多い。たとえば図２のように加工性と加温加

圧性は塗膜のＴｇに左右されるが、相反する関係にある。

また、耐汚染性を向上させる方法として塗膜表面のメラミ

ン樹脂を濃化させることが知られている。しかし、この手法だ

けでは、一般的な艶消し材によって艶を低下させると図３の

ように耐汚染性も低下し解決には至っていない。このため、

高加工性で、低光沢でも耐汚染性の優れた塗料の出現が

待たれていた。

以上のことから従来の技術課題を満足することはかなり

難しいことが判る。

４. 開発方針

塗膜の汚染の実態としてすで

に報告のとおり、タバコ、マジック

などの汚染は表層から内層に向

かって浸透しており単なる沈着

ではない。さらにこの汚染の深さ

方向の解析から表層約４μ以内

における汚染を阻止すれば耐

汚染性は向上することが推定で

きた。３）したがって、塗膜の表層

の架橋密度を従来の手法以上

に高める方法が必要である。

表１　従来技術での課題�

1）低グロスにすると耐汚染性が低下する。�

2）加工性を向上させると加温加圧、耐ガスケット性、

　  耐ブロッキング性が低下する。�

3）膜厚が薄くなると耐汚染性が低下する。�

4）貯蔵後に耐汚染性が低下する。�

5）メラミン濃化型は耐酸性が低下する。�

6）耐アルカリ性が弱い。�

7）加工性を向上させると耐候性が低下する。�
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また、図４に模式図で示すように艶消し材によって表面が

粗くなるため、粒子とバインダーの界面における汚染物質の

拡散を容易にしていることも艶消し塗膜の汚染低下の一つ

の原因と思われる。したがって、硬化塗膜の極表面をできる

だけスムースにし、表面架橋をより高める方法で設計した。こ

の目的で、表層に関与する添加剤、メラミン種の選定を行っ

た。

さらに、高加工を得るために基体樹脂の低Ｔｇ化や高分

子量化、耐候性を得るため基体ポリエステル樹脂の２

塩基酸、グリコールの選定などを行った。高速塗装性用とし

て高ＮＶ型、および素材自身が割れやすい場合の対策とし

て高加工型の２品種を設計した。

5. 開発品の性能

５.１性能のまとめ

製品の統合化に向け標準加工型「AT2000」と高加工

型の「AT2100」の２品種を設計した。それらの性能を表２に

示す。「AT2000」は低分子量ポリエステルを利用しており高

ＮＶで１Ｔレベルの加工性を有する。一方、「AT2100」は高

�
メラミンSP値�
表面調整剤�
その他特殊添加剤�

高耐候性モノマーによる分子量制御�
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図４　設計方針�
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�素材：加工建材用　GI材（0.35mm）�

表2　開発品の性能�

�

分子量ポリエステルのみを用いて設計し、０Ｔレベルの高加

工性を示す。「AT2100」の方が高温での耐汚染性が優れ

る。
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また表面の架橋度を示す尺度としてのメラミン樹脂の濃

度の深さ方向の分析を行ったが、図７のようにメラミンの吸収

の強度比は表層４μまで開発品の方が従来のメラミン濃化

型品より高くなっている。「AT2000」との温度を変化させた

場合の芥子汚染性の例を示したのが図８であり、「AT2100」

は高温においても耐汚染性がすぐれ、耐食品汚染などがと

くに要求される場合に適性がある。

以上示したように、表面形状の変化や表層の架橋度のア

ップにより耐汚染性が良好となったものと推察される。

開発の設計時に狙ったような表面粗度が実現されてい

るか検証してみたのが図６である。６０゚グロス値は３０程度で

同じであるが、表面粗度は従来タイプよりスムーズになってい

ることが判る。

従来品  AT-260 開発品  AT-2000

Rmax 6.5μ�

3.1μ�Rz

（60°Ｇ＝34）�

Rmax 2.9μ�

1.8μ�Rz

（６０°Ｇ＝３６）�

Rmax 1.2μ�

Rz 0.8μ�

図６　艶消し塗膜の表面形状�

（参考フルグロス品）�

5.2 光沢と耐汚染性

従来の加工建材用上塗および家電器物加工用で耐汚

染性の優れた上塗塗料の光沢と耐汚染性の関係を図５に

示す。これに対し今回の開発品はグロス値３０でも耐汚染性

は良好である。また貯蔵後においても安定な耐汚染性を保

つことができる。
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5.3 耐候性

耐候性については、現状では屋外ばくろについては６ヶ月

のデータしかないが、今のところ加工建材用上塗と同等の

データが得られている。ここではサンシャインウェザオメーター

の促進試験結果を図９に示す。従来の家電器物上塗より

優れており、加工建材用品と同等の性能を示している。

5.4 その他の性能

表２にまとめたように開発品は加工性と耐ガスケット性、耐

ブロッキング性などの相反しやすい性能も満足している。ま

たこの２品種ともに、ちぢみ、凹凸の仕上げも可能で意匠性

のアレンジの適応性も広い。

5.5 既存品との性能比較

従来、低グロスでは達成できなかった耐汚染性の技術確

立、および加工性と相反しやすい諸性能を満足させることが

できた。この結果、表３に示すように開発品で家電器物加工

用と加工建材用を統合できることがわかった。
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6. おわりに

今回、開発した「AT2000」、「AT2100」ともに家電器物

加工用上塗と加工建材用上塗に使用可能である。素材の

種類や耐汚染の要求に合わせ上記品種を適用設計して

対応できるものと考えられる。また、この２品種が種々の条件

のため適合できない場合も基本的な技術は利用できるため

応用展開は拡がると考える。

今後、市場展開において、より一層のＰＣＭ化の進展に寄

与できればと期待している。
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